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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年5月12日(2016.5.12)

【公開番号】特開2014-197128(P2014-197128A)
【公開日】平成26年10月16日(2014.10.16)
【年通号数】公開・登録公報2014-057
【出願番号】特願2013-72744(P2013-72744)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/04     　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   15/10     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月18日(2016.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側へ順に配置された、第１レンズ群、開口絞り、正の屈折力の第２レンズ
群から構成される光学系と、該光学系の物体側に着脱可能なドームカバーを有するレンズ
装置であって、
　前記ドームカバーの着脱に応じて前記第１レンズ群と前記第２レンズ群の光軸上の間隔
は変化し、
　前記ドームカバーが装着されているときにおける前記ドームカバーの像側の面と前記第
１レンズ群の最も物体側の面の光軸上の間隔をＬｄ、前記ドームカバーが装着されている
ときにおける前記第１レンズ群の最も物体側の面から前記第２レンズ群の最も像側の面の
光軸上の間隔をＤ１２、前記光学系の全系の焦点距離をｆ、前記ドームカバーの焦点距離
をｆｄ、前記第１レンズ群の焦点距離をｆ１とするとき、
　　　０．０２＜Ｌｄ／Ｄ１２＜１．００
　　　－０．００６０＜ｆ／ｆｄ＜－０．０００９
　　　－０．２５＜ｆ／ｆ１＜０．２０
なる条件式を満足することを特徴とするレンズ装置。
【請求項２】
　前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２とするとき、
　　　０．３３＜ｆ／ｆ２＜０．６０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項３】
　前記ドームカバーの物体側の面の曲率半径をＲ１、像側の面の曲率半径をＲ２とすると
き、
　　　２０．０＜（Ｒ１＋Ｒ２）／（Ｒ１－Ｒ２）＜８０．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のレンズ装置。
【請求項４】
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　請求項１乃至３のいずれか１項に記載のレンズ装置と、該レンズ装置からの被写体光を
受光する撮像素子と、
を含む撮像装置であって、
　前記撮像素子で受光される被写体光のうちの最大像高に対応する軸外主光線と光軸との
なす角度をθｐとするとき、
　　　０．３０＜｜ｓｉｎθｐ｜＜０．７０
なる条件式を満足することを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　前記ドームカバーを装着しているときにおける無限遠物体に対する前記光学系の入射瞳
径をφｔ、前記ドームカバーの物体側の面に入射する光線の最大光線高さをφｄ／２とす
るとき、
　　　０．０１＜φｔ／φｄ＜０．１８
なる条件式を満足することを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像素子における最大像高をＹ、無限遠物体に合焦しているときにおける前記光学
系のＦナンバーをＦｎｏとするとき、
　　　０．５０＜ｆ２／（Ｙ×Ｆｎｏ）＜２．５０　（単位ｍｍ）
なる条件式を満足することを特徴する請求項４又は５に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８１１１０号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明のレンズ装置は、物体側から像側へ順に配置された、第１レンズ群、開口絞り、
正の屈折力の第２レンズ群から構成される光学系と、該光学系の物体側に着脱可能なドー
ムカバーを有するレンズ装置であって、前記ドームカバーの着脱に応じて前記第１レンズ
群と前記第２レンズ群の光軸上の間隔は変化し、前記ドームカバーが装着されているとき
における前記ドームカバーの像側の面と前記第１レンズ群の最も物体側の面の光軸上の間
隔をＬｄ、前記ドームカバーが装着されているときにおける前記第１レンズ群の最も物体
側の面から前記第２レンズ群の最も像側の面の光軸上の間隔をＤ１２、前記光学系の全系
の焦点距離をｆ、前記ドームカバーの焦点距離をｆｄ、前記第１レンズ群の焦点距離をｆ
１とするとき、
　　　０．０２＜Ｌｄ／Ｄ１２＜１．００
　　　－０．００６０＜　ｆ／ｆｄ　＜－０．０００９
　　　－０．２５＜ｆ／ｆ１＜０．２０
なる条件式を満足することを特徴とする。
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